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※今月寄稿していただ

いた城後玲子さんの

東京モーターショー

での写真です。 

 

♧トピックス♧ 

▶患者さんからの投稿 

「障害者になって」 

▶外来 

 ～外来診察時のコロナ感染予防対策について ～ 

▶理学療法部門紹介 

～歩行器について～ 

▶医用工学研究室だより 

 ～オーバーベッドテーブルでパソコンを使う～ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害者になって... 
 
 

城後 玲子 

 《病気との出会い》 

  2018 年 9 月、朝食の準備をしていた時、腰が抜けるような感覚になり、横になると足の痺れを

感じ、動かなくなりました。異変を感じてあっという間の出来事で、原因がわからないまま救急車

で病院へ。様々な検査を受け、2 週間後に脊髄梗塞という病名が確定しましたが、初めて聞く病名

でした。ご存じの方もおられるかと思いますが、この病気の治療としては手術をするという選択は

なく、リハビリだけが残された方法でした。どこまで回復するかは不明で、車椅子生活になるとい

われショックを受けました。 

私は今迄ピンチなことが起こった時、まずその事を受け止め、そこから何ができるかを考えるよ

うに心掛けてきましたので、リハビリを頑張るしかないと考え方を切り替えました。周りの方の勧

めでせき損センターへ転院することにしました。沢山の方が多種多様なリハビリに取り組んでおら

れる姿に刺激を受け、日々のリハビリの励みとなりました。また退院前に外来患者の方から退院後

の生活の仕方等のアドバイスをいただき、2019年 5月末に退院しました。 

 

《退院後...》 

 自宅は、以前主人の母と同居していたので、高齢者対応のバリアフリーになっていましたが、車

椅子を使用する者にとっては不十分と感じました。 

 退院したら、車に手動装置をつけて再び運転できるようにして、いろんな所に出かけたり、興味

のあることにチャレンジしてはと皆さんからアドバイスをいただきました。 

 退院して 5ヶ月後に主人が行きたがっていた「東京モーターショー」へ出かけることにしました。

車椅子での飛行機への搭乗は初めてだったので不安でしたが、添乗員の方のサポートもあり無事東

京に到着。羽田空港からは、私電、地下鉄と乗り継ぎホテルに着くことができましたが、車中に車

椅子やベビーカー優先スペースが多くあり、東京オリ・パラを見据えてのことかと思いました。東

京モーターショーの会場に近いユニバーサル対応のホテルを選びましたが、バス・トイレも広くて

快適に使うことができました。 

会場へ入場の際、障害者と同行者 1名は無料で、最後尾が探せないほどの長蛇の列でしたが、優

先入場することができて主人も喜んでいました。 

 

《自宅(戸建)のリフォーム》 

 退院前に、玄関スロープ設置、上がり框の段差解消ベンチ、トイレの改修、2 階の寝室を 1 階に

移動。退院後、しばらく 1階だけで生活していましたが、生活してみないと分からないことが多々

出てきました。その中でも、2 階の部屋に私物が多く残っていたため不便さを感じていたので、階

段昇降機を設置しました。2 階に上がれることで部屋が無駄にならず、生活の場が広がりました。

また車椅子で使い辛いキッチンを、自分と家族が使い易い仕様に変更しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《リハビリを兼ねての旅行にチャレンジ》 

 昨年は考えもしなかったコロナで春頃から感染者も増え、外来のリハビリがなくなり出

かけることも控えていました。先が見えず長期化する中、以前から計画していた信州に思い

切って旅行に出かけることにしました。車でフェリーを利用して神戸まで行き、下船後は一

気に長野県へ。翌日、山梨県まで足を伸ばし、こちらでは見られない景色を堪能し、富士山

まで見ることができました。往復のフェリーにはユニバーサルルームと、部屋の前には多目

的トイレが設けられていたので、とても便利でした。 

 

《最近の日常》 

 コロナ禍、運動不足になりがちなので、家の中ではテレビ体操での体幹トレーニング、ペ

ダル漕ぎやお立ち台を使いながらのリハビリ、また外においては公園に行ったりしての自

主トレを行っています。 

 昨年秋から、飯塚で車椅子テニス教室があった 

ので参加することにしました。昔はテニスが好き 

で、趣味で楽しんでいましたが、ラケットを持っ 

たまま車椅子をこぐことが大変難しく、思うよう 

にボールを打つことができませんでした。それで 

も初心者コースでボールを追いかけていると、帰 

る頃には程よい疲れとスッキリした気分になるこ 

とができました。筑豊緑地には沢山のテニスコー 

トがあり、コートを借りるとテニス用の車椅子を 

無料で借りることができるので、時々利用させてもらっています。 

 

 まだまだコロナ禍で不安な毎日ですが、予防対策をしながら、今できることをやっていく

しかないと思っています。この原稿のお話をいただいた時、私の苦手なことなので悩みまし

たが、せき損センターで沢山のことを教えて頂いたので、私の経験を書くことで少しでも参

考になることがあればと思い、お引き受け致しました。 

 

最後まで読んでいただきありがとうございました。  
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世界中でストレスを発散できない人々が問題行動をしている話を耳にするようになってきました。

通常の生活をしていれば、必ずストレスは溜まっていきます。溢れてくれば色々と支障がでてきます。

溢れる前に通常発散させますよね。しかしコロナ禍においては、通常通りの発散法ができません。お

酒が好きな人は、飲み歩く事もできなくなり、多人数の宴会もなし、カラオケボックスも危ないと言

われ、コミュニケーション好きにとってはストレスが溜まっていくことでしょう。 
 

ここでストレスの誤解を解いておきますと、全面的に悪者にされがちなストレスさんですが、まっ

たくゼロと言うのも人体には影響があるようです。「全くコミュニケーションを絶ってしまうと人は

おかしくなって行く」というのを皆さん知っているかと思います。ストレスは心の栄養の一部ともい

えるので、適度な量のストレスを浴びて溜め過ぎないように放出しながら人は、精神的にも成長して

いくのだろうと思います。「あふれさせない」が重要で、ストレスも少しは必要なようです。 
 

ストレスの発散法は一言でいうと「喜怒哀楽を使う」です。職場や公共のコミュニティーなどで使

いすぎると問題行動と思われるかもしれませんので、休日の趣味の中で使うことをお勧めします。た

とえば、悲しい映画を観て泣くとか、ワイドショーをみて「なんて奴だ！」などと怒るとか、楽しい

YouTube で大笑いするなどです。喜怒哀楽とは喜び、怒り、悲しみ、楽しみという感情を現した四

文字熟語です。この中に恐怖という感情は入っていません。恐怖は、ストレスと関わりが深いので出

来るだけ避けて通りましょう。 
 

 

コロナ禍のストレスについて 

私はと申しますと、釣り場でキャンプみたいなこと

をするのが趣味でして、最近は「何を釣ろうか」とい

うよりも、「何の料理を作ろうか」に偏
かたよ

っております。

メスティンで味ご飯を焚いたり、ホットサンドメーカ

ーで餃子を焼いたりしています。近年コロナ禍におい

てはアウトドア料理を家の中でやっております。「なん

てばからしいことをやっているんだ」とお思いでしょ

うが、一度やってみると、「快適だぁ！なんて寒空で風

と闘いながらやっていたんだろう」とか思いながら楽

しくやっています。しかしコロナが明ければ、また釣

り場で不自由な料理をしたくなるに違いありません。    

やはり、多少のストレスは必要なのでしょうね。 

メスティン 

ホットサンドメーカー 


